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—地震応答解析— 
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概要：本解析は地盤の不整形性や軟弱地盤の非線形性などが地震応答に与える影響を

検討するために、橋軸方向の 4 スパン分の地盤を 2 次元 FEM でモデル化し、動的解

析を実施しました。 

事例１：不整形地盤の地震応答解析 
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概要： 建物の耐震性を評価するために、格子モデルと埋め込み SR モデルによる建

物の地震応答解析を実施しました。 

（格子モデル） 

事例２：建屋の地震応答解析 

（埋め込み SR モデル） 
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事例３：護岸・堤防液状化解析 

概要：本解析は砂の弾塑性モデルや多重せん断モデルを用いて高規格堤防と護

岸の液状化解析を実施し、地震時における構造物の安全性評価を行ったも

のです。 
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—地震応答解析（有効応力、液状化)— 

（FLIP による液状化検討） 


